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キザイ株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

当社は、キザイ株式会社（以下「キザイ」）の発行済全株式を取得する旨の株式譲渡契約を締結

しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．株式の取得の理由 

当社は、自己開発、商品開発、市場開発の「三つの開発」を企業理念とし、「成長路線の創造」を

基本方針に掲げ、ニッチ市場といわれる事業分野で高い市場占有率を維持し、世界に通用する製品、

技術、サービスを創造駆使し、グローバル化に対応する企業として、更なる成長を目指しておりま

す。 

今回当社は、樹脂めっき薬品、アルミ・マグネシウム合金上の前処理薬品など、当社がこれまで

取り扱っていない装飾めっき市場において高い評価を得ているキザイの株式を取得、子会社化し、

両社が長年培ってきた経営資源の融合をはかることにより、両社のお客様への製品提案力や技術サ

ポート力等の強化・向上が期待され、更には新たな顧客基盤の創造にも挑戦しビジネスを拡大して

いくことで、当社の企業価値向上を加速させることができるものと判断いたしました。 

今後は当社が持つ電子部品用表面処理剤とキザイが持つ装飾めっき用表面処理剤の強みを掛け合

わせ、グループとして表面処理剤事業の拡大をはかってまいります。 

なお、本件は適時開示基準には該当しませんが、有用な情報と判断し任意開示を行うものであり

ます。 

 

２．取得する子会社の概要 

（１） 名 称 キザイ株式会社 

（２） 本 店 所 在 地 東京都中央区日本橋小伝馬町 9番 10号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 春日井 博丈 

（４） 事 業 内 容 

1.金属及び合成樹脂の表面処理薬品の研究開発、製造、販売 

2.金属及び合成樹脂の表面処理用ろ過機の設計、製造、販売 

3.公害排水処理剤の研究開発、製造、販売 

4.防錆剤、潤滑剤の製造販売 

5.その他化学工業薬品の製造販売 

（５） 資 本 金 44百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 34年 8月 28日 



（７） 大株主及び持株比率 
大株主が個人であり、守秘義務契約を締結していることから

開示を控えさせて頂きます。 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の単体経営成績及び単体財政状態 

決 算 期 2017年 3 月期 2018年 3 月期 2019年 3 月期 

 純 資 産 1,674百万円 1,764百万円 1,842百万円 

 総 資 産 2,108百万円 2,077百万円 2,174百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 19,024円 20,050円 20,937円 

 売 上 高 1,263百万円 1,371百万円 1,347百万円 

 営 業 利 益 136百万円 138百万円 117百万円 

 経 常 利 益 136百万円 145百万円 130百万円 

 当 期 純 利 益 100百万円 113百万円 91百万円 

 １株当たり当期純利益 1,138円 1,279円 1,037円 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 
株式取得の相手方である大株主が個人であり、守秘義務契約

を締結していることから開示を控えさせて頂きます。 

（２） 住 所 同上 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 
該当事項はありません。 

 

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

0 株 

（議決権の数：0個） 

（議決権所有割合：0.0％） 

（２） 取 得 株 式 数 
88,000株 

（議決権の数：88,000 個） 

（３） 取 得 価 額 
取得価額については、売主との守秘義務があり非公表としてお

ります。 

（４） 異動後の所有株式数 

88,000株 

（議決権の数：88,000 個） 

（議決権所有割合：100.0％） 

 

５．日 程 

（１） 契 約 締 結 日 2019年 9月 18日 

（２） 株 式 譲 渡 実 行 日 2019年 10月中（予定） 

 

６．今後の見通し 

本件株式取得による2020年3月期の連結業績に与える影響は軽微であると見込んでおります

が、今後、連結業績見通しに影響が生じる場合は速やかに開示いたします。 

 

以 上 


